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今年もやります バルーン写真コンテスト 

小城市、鹿島市、江北町の３市町 

なお知らせ！ 
みみの記念日 ３月３日耳の日 ６月６日補聴器の日 ９月９日人工内耳の日 9 月 23日手話言語の国際デー 

９月 23日は「手話言語の国際デー」 

ブルーライトアップ 
【今年のテーマ】手話言語の権利を主張しよう！ 

 ９月 23日は、世界ろう連盟（ＷＦＤ）が設立された日です。この日が「手話言語の国際デー」と

され、世界平和を表す青色にライトアップする運動がすすめられています。 

 昨年は、手話言語条例が施行された自治体、佐賀県、佐賀市、武雄市、唐津市、嬉野市に加え、 

太良町が運動に参加されました。 

（Sign up for Sign Language Rights） 

（今年のブルーライトアップの様子は、次号に掲載します） 

＜昨年のブルーライトアップの様子＞ 

来年３月 手話言語条例（案）市町議会に提案予定 

サポートセンターでは、７月 16日から８月にかけ、手話言語条例等の制定に向けた動向調査を

実施しました。来年３月市町議会に提案予定は、小城市、鹿島市、江北町の３市町。 

このほか、検討・協議を行っているのが、鳥栖市、伊万里市、大町町の３市町でした。残りの

10市町は、未だ動きがありません。 

【応募要領】令和６年 10 月バルーンシーズン開始（練習時）

から 11 月４日（月・祝）佐賀インターナショナルバルーンフ

ェスタ終了までの佐賀県内で撮影した写真。応募作品は２点ま

でとします。 

写真は全てＡ４サイズで展示します。センター所有のプリンタ

ー（EPSON）で印刷するため、申込書とデータを提出してく

ださい。 

【申込締切】令和６年１１月１７日(日) 

【表彰】優秀作品を表彰、副賞として県産品を送ります。 第５回優秀作品 
霧につつまれた珍しいシーン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

毎週月曜日、祝日、年末年始 

 

聴こえについて、不安を感じることはあり
ませんか？ 
まずは自身の聞こえにくさの程度を確認し
てみましょう。測定・相談は無料です。 

聴こえのセミナー ７月 20 日 

補聴器の効用 
講師：ソノヴァジャパン(株) 

高田 利也氏 

認定補聴器技能者・研修担当 

Ⅰ.自覚のない難聴・難聴がないと錯覚する 

聴こえないことは、本人はわからない。 

・鳥のさえずり、セミの大合唱。 

鳥・セミが鳴かなくなった。 

・テレビの音が大きい。 

電話の着信音が聴こえない。 

・会議や会食で何を言っているかわからない。 

 第２６回は 70歳代女性からの相談です。 

補聴器を 6年前に購入、現在は買替を検討中とい

うことで情報収集のため来館されました。ご希望は、

携帯電話の使用頻度が高いので、無線で飛ばして、

補聴器で通話を聞くことができるもの。使用している

携帯電話はアンドロイドだが、飛ばすことはできるか、

とお尋ねがありました。 

この方には、アンドロイドとのワイヤレス対応ができ

る補聴器を取り扱いしているメーカーを紹介。試聴が

できるいくつかのお店を案内しました。 

サポートセンターでは、補聴器専門店・認定補聴器

技能者在籍店 4社と協力しており、情報を収集し、お

店へ連絡をとることもできます。補聴器は日々進化して

いますので、補聴器の機能に関してご相談があれば、

センターへご連絡ください。 

スマートフォンのうちアイフォンは

補聴器専用のモードが設定されて

います。多くのワイヤレス対応補聴

器では、アイフォンであれば耳に当

てなくても補聴器に音を飛ばすこと

で通話を聞くことができます。 

新しいバージョンのアンドロイドであれば、直接通話

を聞くことのできる補聴器も増えてきていますが、中継

器が必要なものもあります。 

 

役に立つ 新シリーズ 【２６】 

ワイヤレスでスマートフォンの音を補聴器に飛ばす 

◆ 視覚、視力と違って聴力検査を

しないと気づかない。 

◆ 外見上わからない。 

◆ 難聴を否定したい心理がある。 

Ⅱ.このため、自覚のない難聴を脱し、残存能力

を高める 

補聴器装用する。補聴器になれる。 

残存能力を最大限生かす。 

コミュニケーションを避けては、聴こえは 

ますます低下する。 

Ⅲ．補聴器に慣れる 

メガネは、３～４か月で度数が安定する。 

補聴器は、脳が慣れていないか、脳に音が 

入ってこなくなっていることから、聴き取る 

能力が落ちている。 

補聴器は、残存能力を増幅し、聴き取り

能力を高め、支援するものです。 

 

Ⅴ.周りの人の対応や改善方策 

◼ 話を聞きたい人に近づく。 

◼ 少しでも静かな場所で話す。 

◼ 早口でなく、ゆっくり自然な口調で話す。 

Ⅳ．補聴器技能士による調査 

ユーザー１人１人の聴こえのくせや特徴に

合わせ、音の増幅の質・量を調整する。 


